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東
京
・
葛
飾
の
個
人
タ
ク

シ
ー
運
転
手
で
つ
く
る
東
京

都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

葛
飾
第
二
支
部
で
雇
用
さ
れ

て
い
る
女
性
の
事
務
職
員
３

人
が
、
嘱
託
職
員
の
雇
い
止

め
撤
回
な
ど
を
求
め
て
東
京

東
部
労
組
の
支
部
を
結
成
し
、

７
月
11
日
に
労
組
結
成
を
使

用
者
に
申
し
入
れ
、
雇
い
止

め
の
撤
回
を
勝
ち
取
っ
た
。

支
部
結
成
申
し
入
れ
で
、

組
合
員
３
人
は
事
務
所
で
使

用
者
に
労
働
組
合
結
成
通
知

を
読
み
上
げ
、
12
項
目
に
わ

た
る
要
求
書
を
読
み
上
げ
て
、

そ
の
ま
ま
団
体
交
渉
を
行
っ

た
。使

用
者
側
は
当
初
、
経
営

状
況
の
悪
化
を
理
由
に
雇
い

止
め
撤
回
を
認
め
よ
う
と
し

な
か
っ
た
が
、
組
合
員
３
人

は
「
経
営
悪
化
と
言
い
な
が

ら
新
た
に
職
員
を
採
用
し
て

い
る
で
は
な
い
か
」
、
「
職

員
の
声
に
耳
を
傾
け
な
い
場

合
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
う

こ
と
も
辞
さ
な
い
」
と
迫
っ

た
。そ

の
結
果
、
雇
い
止
め
通

８
月
17
日
の
辺
野
古
土
砂

投
入
を
許
し
て
は
い
け
な
い

と
沖
縄
に
む
か
っ
た
第
1
日

目
は
、
県
庁
前
か
ら
、
バ
ス

車
内
で
交
流
し
、
辺
野
古
到

着
後
は
、
ゲ
ー
ト
前
テ
ン
ト

の
集
会
に
参
加
し
た
。
今
治

か
ら
こ
ら
れ
た
方
の
「
基
地

を
完
成
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、

東
急
分
会
（
バ
ス
運
転
士
）

は
２
０
０
０
年
10
月
6
日
に

結
成
し
た
後
、
使
用
者
よ
り

組
合
員
に
対
し
残
業
を
さ
せ

な
い
差
別
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
嫌
が
ら
せ
に
対
し
、

東
急
資
本
に
対
し
本
社
前
集

会
な
ど
を
実
施
し
、
２
０
０

１
年
12
月
（
第
一
事
件
）
に

東
京
都
労
働
委
員
会
に
不
当

労
働
行
為
を
認
め
さ
せ
る
為

に
救
済
申
し
立
て
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
東
急
分
会
に
新

た
に
加
入
す
る
と
残
業
を
さ

せ
な
い
嫌
が
ら
せ
を
始
め
る

こ
と
か
ら
、
05
年
（
第
二
事

件
）
、
08
年
（
第
三
事
件
）

と
連
続
し
て
三
つ
の
事
件
を

都
労
委
に
救
済
の
申
し
立
て

を
行
い
ま
し
た
。

東
急
バ
ス
は
三
事
件
と
も

5
審
制
の
最
高
裁
ま
で
争
い
、

そ
し
て
第
三
事
件
の
最
高
裁

勝
利
確
定
は
18
年
4
月
24
日

で
、
約
17
年
間
に
お
よ
ぶ
東

急
分
会
が
全
面
勝
利
解
決
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
組
合

員
に
対
し
一
切
残
業
差
別
が

な
く
な
り
、
残
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
長
い
期
間
の
闘
い
に

対
し
、
ご
支
援
し
て
頂
い
た

皆
様
に
お
礼
と
感
謝
を
込
め

て
、
本
年
7
月
22
日
に
渋
谷

東
武
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
東
急

分
会
争
議
解
決
勝
利
報
告
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
は
組
織
強
化
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
急
分
会
書
記
長
・

杉
森
利
光

土
砂
投
入
許
さ
ず
と
、
ゲ
ー
ト
前
と
海
へ

「
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
の
で
は
…
」

田
中
祐
也
（
東
京
南
部
）

加
計
学
園
と
同
様
に
既
成
事

実
が
出
来
て
か
ら
で
は
遅
い
」

と
い
う
ス
ピ
ー
チ
が
印
象
に

残
っ
た
。

集
会
後
、
浜
の
テ
ン
ト
に

移
動
し
て
集
会
を
行
う
。
柵

の
と
こ
ろ
で
抗
議
に
来
て
い

た
人
と
基
地
警
備
員
と
の
間

で
口
論
に
な
り
基
地
警
備
員

の
「
沖
縄
の
人
間
が
見
当
た

ら
な
い
」
「
暇
な
ん
で
す
か

?
」
な
ど
の
挑
発
的
な
言
動

が
印
象
に
残
っ
た
。

2
日
目
、
宿
泊
の
名
護
か

ら
バ
ス
で
辺
野
古
に
、
テ
ン

ト
2
で
他
に
練
習
に
こ
ら
れ

て
た
方
と
集
合
し
、
浜
で
カ

ヌ
ー
を
練
習
し
た
。
基
地
の

近
く
ま
で
カ
ヌ
ー
を
漕
い
で

い
く
と
、
海
上
保
安
庁
ら
し

き
船
が
接
近
し
て
警
告
し
て

き
た
。
練
習
終
了
後
に
お
昼

ご
飯
、
カ
ヌ
ー
隊
の
方
々
と

交
流
し
た
。
そ
の
後
第
二
辺

野
古
バ
ス
停
の
前
で
沖
縄
在

住
で
抗
議
に
こ
ら
れ
て
い
る

方
々
と
交
流
し
た
。

3
日
目
、
集
会
は
お
休
み

の
日
だ
っ
た
の
で
基
地
の
周

辺
を
歩
く
。
第
二
ゲ
ー
ト
前

で
座
っ
て
い
る
と
白
い
車
が

来
て
車
内
か
ら
こ
ち
ら
を
見

て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
日
曜

日
だ
か
ら
か
、
辺
野
古
の
集

落
の
方
に
も
米
海
兵
隊
員
ら

し
き
何
人
か
が
散
歩
、
飲
食

店
に
入
っ
て
も
米
兵
ら
し
き

何
人
も
。
そ
の
後
バ
ス
を
乗

り
継
い
で
那
覇
へ
、
翌
朝
の

飛
行
機
で
東
京
に
帰
っ
た
。

辺
野
古
に
来
て
ま
ず
第
一

に
、
基
地
建
設
が
か
な
り
進

ん
で
い
る
と
感
じ
た
、
延
期

に
延
期
を
重
ね
て
る
と
は
い

え
こ
こ
で
工
事
を
完
全
に
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
な
い
と
取
り
返

し
が
つ
か
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。

第
二
に
基
地
警
備
員
の
言

動
に
違
和
感
を
感
じ
た
。
こ

ち
ら
を
挑
発
す
る
よ
う
な
言

動
が
目
立
っ
た
の
と
、
他
の

抗
議
参
加
者
に
よ
れ
ば
沖
縄

県
民
で
抗
議
に
参
加
さ
れ
て

い
る
方
に
過
去
に
ひ
ど
い
暴

言
を

浴
び

せ
た

そ
う

だ
。

告
を
白
紙
に
戻
す
こ
と
を
約
束

す
る
確
認
書
を
労
使
で
署
名
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

雇
い
止
め
通
告
さ
れ
て
い
た

嘱
託
職
員
は
「
も
う
自
分
は
辞

め
る
し
か
な
い
の
か
と
思
っ
て

一
度
は
職
場
の
荷
物
を
ま
と
め

女
性
３
人
が
支
部
結
成
で
雇
い

止
め
を
撤
回

東
京
東
部
労
組

新組合

７
・
22
東
急
分
会
争
議
解
決

勝
利
報
告
会
を
開
催

東
京
労
組

2018年7月22日 渋谷東武ホテルで盛大に…

争議解決

て
い
た
が
、
あ
き
ら
め
ず
に

労
働
組
合
を
作
っ
て
良
か
っ

た
」
と
話
し
た
。

須
田
光
照
・
全
国
一
般

東
京
東
部
労
組
書
記
長

労組結成申入れ後の女性３人と本部スタッフら
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未
組
織
の
労
働
相
談
・
職
場

組
織
拡
大
か
ら
職
場
交
渉
力
の

獲
得
に
、
正
規
・
非
正
規
一
体

の
闘
い
が
求
め
ら
れ
る
。
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全
国
協
と
し
て
全
力
で
参

加
し
た
「
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

は
、
全
国
39
地
方
で
組
織
と

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
を
越

28
回
大
会
は
、
嘘
と
欺
瞞
の
戦
争
独
裁
政
治
に
暴

走
す
る
安
倍
政
権
を
打
倒
す
る
節
目
の
大
会
だ
!!

労
働
時
間
規
制
を
全
面
的
に

緩
和
す
る
「
働
き
方
改
革
法
」

は
、
労
働
政
策
の
基
本
を

「
保
護
」
か
ら
「
生
産
性
」

に
転
換
す
る
大
改
悪
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
も
連
合
は
政
府
・

資
本
の
意
図
に
加
担
し
て
、

法
成
立
の
後
押
し
の
役
割
を

演
じ
た
。

こ
の
象
徴
的
出
来
事
が
示

し
て
い
る
こ
と
と
は
、
私
た

ち
が
全
面
的
労
働
規
制
緩
和

の
下
で
、
競
争
と
分
断
に
対

抗
す
る
た
め
に
は
、
自
立
し

た
闘
い
を
続
け
る
全
国
の
労

働
組
合
と
力
を
合
わ
せ
て
、

反
撃
の
陣
形
を
作
り
出
す
こ

と
だ
。

格
差
と
貧
困
、
不
平
等
の

拡
大
は
ま
す
ま
す
進
行
し
て

い
る
。
一
部
大
企
業
の
空
前

の
内
部
留
保
の
下
で
、
労
働

者
の
社
会
的
経
済
的
諸
条
件

は
悪
化
の
一
途
で
あ
る
。
実

質
賃
金
が
低
下
し
社
会
保
障

が
切
り
捨
て
ら
れ
る
状
況
の

な
か
、
労
働
者
の
生
活
と

権
利
の
た
め
、
労
働
組
合
が

果
た
す
べ
き
役
割
が
大
き
く

問
わ
れ
る
18
春
闘
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
18
春
闘
で
は
、

連
合
大
手
の
賃
金
回
答
が
公

表
さ
れ
な
い
結
果
と
な
っ
た
。

自
動
車
・
電
機
な
ど
グ
ロ
ー

バ
ル
大
企
業
の
労
使
は
、
自

ら
の
社
会
的
責
任
を
放
棄
し

た
と
い
え
る
。
同
時
期
に
全

国
で
統
一
し
て
闘
う
春
闘
が
、

公
然
と
放
棄
さ
れ
た
。

労
働
時
間
を
否
定
し
た
高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
賃

金
、
過
労
死
残
業
を
容
認
す

る
労
基
法
特
例
条
項
な
ど
、

え
た
仲
間
た
ち
と
の
出
会
い

と
共
闘
を
実
現
し
た
。
私
た

ち
が
知
り
え
な
か
っ
た
現
実

と
立
ち
向
か
っ
て
い
る
新
旧

の
仲
間
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を

作
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
働
き
方
改
革
」
法
が
施
行

さ
れ
る
来
年
４
月
以
降
、
労
働

時
間
規
制
の
闘
い
は
、
36
協
定

締
結
や
職
場
代
表
の
獲
得
な
ど

職
場
事
業
所
レ
ベ
ル
で
、
正
規
・

非
正
規
一
体
と
な
っ
た
労
働
組

合
と
し
て
の
取
り
組
み
が
重
要

と
な
る
。
全
国
協
の
原
則
的
か

つ
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
り
、
職
場
活
動
の
進
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

働
き
方
改
革
法
反
対
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
示
し
た

労
働
組
合
の
力
と
役
割
に
依
拠
し
よ
う
!!

９
月
沖
縄
知
事
選
挙
、
来

春
統
一
地
方
選
挙
、
５
月
天

皇
「
代
替
わ
り
」
、
７
月
参

議
院
選
挙
な
ど
、
日
本
社
会

全
体
の
歴
史
的
方
向
性
を
問

う
課
題
が
目
白
押
し
だ
。

全
国
協
が
、
職
場
と
地
域

で
、
社
会
と
ど
う
向
き
合
い

闘
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
28

回
定
期
大
会
の
課
題
は
大
き

い
。
中
小
・
未
組
織
・
非
正

規
労
働
者
の
現
実
の
要
求
に

向
き
合
う
活
動
を
担
う
全
国

協
運
動
の
成
果
と
課
題
の
議

論
を
深
め
、
大
会
参
加
と
実
り

あ
る
大
会
討
論
を
実
現
し
よ
う
。

中
央
執
行
委
員
長

平
賀
雄
次
郎

全
国
協
は
闘
う
地
域
合
同
労
組
の
全
国
結
集
を
め
ざ
し
て
結
成
さ
れ
た
。

本
年
９
月
15
～
16
日
、
東
京
で
第
28
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
１
年
間
、
私
た
ち
は
、

貧
困
・
格
差
の
拡
大
や
国
家
財
政
の
危
機
、
労
働
者
の
基
本
的
権
利
を
揺
る
が
す
政
府
・
資
本
の
動

き
に
全
力
を
挙
げ
て
闘
っ
て
き
た
。
第
28
回
定
期
大
会
で
そ
の
成
果
と
課
題
を
再
確
認
し
て
、
中
小

企
業
・
地
域
労
働
運
動
の
改
革
と
発
展
、
共
闘
協
力
の
強
化
を
め
ざ
そ
う
。

18
春
闘
と
「
働
き
方
改
革
法
」
反
対
の
運
動
で
、

連
合
・
大
企
業
労
働
運
動
の
役
割
と
限
界
は
明
ら
か
。

全
国
協
第
28
回
定
期
大
会
を
成
功
さ
せ
、
運
動
の
新
た
な
飛
躍
を
か
ち
と
ろ
う
!!
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Ｄ
ラ
ン
ク
の
県
で
は
、
す
べ

て
の
県
に
お
い
て
上
積
み
が

行
わ
れ
、
地
域
間
格
差
の
拡

大
反
対
の
声
が
反
映
さ
れ
た

と
言
え
る
。
そ
れ
で
も
東
京

と
最
も
低
く
な
っ
た
鹿
児
島

の
差
は
二
二
四
円
と
三
円
格

差
が
広
が
っ
て
い
る
。

新
最
低
賃
金
は
、
10
月
に

発
効
す
る
。
最
低
賃
金
の
影

響
率
（
改
定
後
の
最
低
賃
金

を
下
回
る
こ
と
と
な
る
労
働

者
の
割
合
）
は
年
々
高
ま
っ

て
お
り
、
新
最
低
賃
金
の
周

知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
最

賃
違
反
の
摘
発
に
取
り
組
も

安
倍
「
働
き
方
改
革
」
反
対
は
、
正
念
場
を
迎
え
た
。

労
働
者
・
労
組
の
現
場
か
ら
の
闘
い
に
か
か
っ
て
い
る
!!

う
。最

低
賃
金
の
引
上
げ
に
よ

り
、
新
規
採
用
さ
れ
た
労
働

者
と
経
験
を
積
ん
だ
在
籍
労

働
者
の
賃
金
に
差
が
つ
か
な

く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の

た
め
、
低
賃
金
労
働
者
を
中

心
に
低
賃
金
に
対
す
る
不
満

が
高
ま
っ
て
い
る
。
低
賃
金

労
働
者
の
組
織
化
の
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
。
最
低
賃
金
に
特

化
し
た
労
働
相
談
な
ど
に
取

り
組
み
、
最
賃
引
上
げ
に
連

動
し
た
低
賃
金
労
働
者
の
賃

上
げ
を
組
織
化
し
よ
う
。

悪
法
の
実
施
を
阻
む
こ
と
が

で
き
る
。
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
も
、
労
使
の

同
意
が
な
け
れ
ば
制
度
が
つ

く
れ
な
い
の
で
、
徹
底
し
て

反
対
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
安
倍
「
働
き

方
改
革
」
を
実
施
さ
せ
る
か

ど
う
か
は
、
今
な
お
す
べ
て

労
働
者
・
労
働
組
合
の
闘
い

最
低
賃
金
引
上
げ
か
ら
、
低
賃
金
労
働
者
の
賃
上
げ
へ
と
も
に
闘
お
う
!!

日
本
の
最
低
賃
金
の
問
題

点
は
、
①
絶
対
額
の
低
さ
②

地
域
間
格
差
の
拡
大
③
審
議

会
の
実
質
金
額
審
議
が
非
公

開
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。全

国
協
は
、
全
国
一
律
で

一
五
〇
〇
円
以
上
の
最
低
賃

金
と
、
審
議
会
の
完
全
公
開

を
目
指
し
、
今
年
度
も
最
低

賃
金
大
幅
引
き
上
げ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
委
員
会
を
組
織
し
、

最
低
賃
金
闘
争
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

６
月
20
日
に
は
立
憲
民
主

共
産
・
社
民
・
自
由
党
な
ど

野
党
の
協
力
の
も
と
院
内
集

会
を
開
催
し
た
。
６
月
26
日

及
び
７
月
24
日
に
は
中
央
最

低
賃
金
審
議
会
に
対
す
る
傍

聴
や
街
頭
宣
伝
の
実
施
、
７

月
10
日
に
は
中
賃
に
対
す
る

意
見
書
に
全
国
か
ら
の
署
名

を
添
付
し
て
提
出
し
た
。

厚
労
省
は
８
月
10
日
、
今

年
度
の
最
低
賃
金
引
上
げ
の

答
申
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
新
最
低
賃
金
は
、

全
国
加
重
平
均
で
八
七
四
円

と
な
る
。
23
の
県
に
お
い
て

目
安
に
対
し
一
円
か
ら
二
円

の
上
積
み
が
行
わ
れ
た
が
、

に
か
か
っ
て
い
る

訳
だ
。

現
状
で
は
労
働

組
合
が
力
を
発
揮

し
て
い
る
と
は
と

て
も
言
え
な
い
。

改
め
て
組
合
員
の

皆
さ
ん
の
取
組
み

を
強
化
す
る
こ
と

を
訴
え
る
。

声
を
伝
え
、
悪
法
が
実
現
で

き
な
い
よ
う
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

ま
た
、
法
が
施
行
さ
れ
た

時
、
例
え
ば
36
協
定
は
労
働

者
・
労
働
組
合
が
同
意
し
な

い
と
効
力
を
持
た
な
い
。
月

45
時
間
／
年
３
６
０
時
間
の

残
業
上
限
を
越
え
る
特
例
を

労
働
組
合
が
認
め
な
け
れ
ば
、

と
に
な
る
。

現
在
、
審
議
は
急
ピ
ッ
チ

で
進
行
中
で
、
36
協
定
な
ど

を
議
論
す
る
労
働
条
件
分
科

会
は
す
で
に
４
回
行
な
わ
れ

た
。
同
審
議
会
の
労
働
側
委

員
は
連
合
が
独
占
し
て
い
る

が
、
必
ず
し
も
労
働
者
を
代

表
し
た
意
見
を
言
っ
て
い
な

い
。
私
た
ち
は
、
労
働
者
の

「
働
き
方
改
革
一
括
法
」

は
６
月
末
参
議
院
で
可
決
さ

れ
、
成
立
し
た
。
し
か
し
、

労
働
組
合
の
闘
い
は
こ
れ
か

ら
が
正
念
場
だ
。

何
よ
り
も
こ
の
法
は
具
体

的
内
容
を
政
省
令
で
定
め
る

と
す
る
項
目
が
90
も
あ
り
、

そ
の
具
体
的
内
容
が
労
働
政

策
審
議
会
で
決
め
ら
れ
る
こ
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全
労
協
が
呼
び
か
け
る
「
西
日
本
豪
雨
被
害
・
復
興
支
援

緊
急
カ
ン
パ
」
を
左
記
の
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
カ
ン
パ
配
布
先
な
ら
び
に
配
分
等
は
広
島
県
労
協

を
窓
口
と
し
て
調
整
い
た
し
ま
す
。

記

【
方
法
】
組
合
員
一
人
あ
た
り
ワ
ン
コ
イ
ン
５
０
０
円
を

目
途
に
カ
ン
パ
を
要
請
す
る
。

【
締
め
切
り
】
第
２
次
集
約
…
９
月
20
日

【
振
込
先
】

中
央
労
働
金
庫

新
橋
支
店
（
普
）
３
５
８
４
４
０
１

（
口
座
名
）
災
害
救
援
基
金

代
表

金
澤
壽

規
と
外
国
人
労
働
者
の
組
織

化
の
重
要
性
は
じ
め
、
活
発

な
論
議
を
お
こ
な
っ
た
。

現
在
、
「
働
き
方
改
革
一

括
法
」
の
来
年
4
月
施
行
に

む
け
て
、
労
働
政
策
審
議
会

で
の
実
施
細
則
づ
く
り
が
進

ん
で
い
る
。
職
場
交
渉
を
通

じ
て
残
業
規
制
協
定
・
36
協

定
を
点
検
・
活
用
し
、
特
例

条
項
・
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
導
入
を
実
際
に
阻

止
し
て
い
こ
う
と
確
認
し
た
。

認
し
た
。

最
後
に
、
東
裁
判
長
は
、

「
空
席
が
あ
る
よ
う
で
す
ね
」

と
大
法
廷
の
変
更
を
口
に
し
、

「
法
廷
秩
序
と
い
う
も
の
も

あ
り
ま

す
の
で

…
」
と

言
い
残

し
て
閉

廷
。
次

回
は
大

法
廷
を

埋
め
つ

く
す
傍

聴
を
か

ち
と
ろ

８
月
28
日
、
滋
賀
県
警
刑

事
部
組
織
犯
罪
対
策
課
は
、

関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
の
武

（
た
け
）
建
一
・
執
行
委
員

長
の
ほ
か
支
部
役
員
２
人
の

計
３
人
を
不
当
逮
捕
し
た
う

え
、
大
阪
市
内
の
関
西
地
区

生
コ
ン
支
部
事
務
所
な
ど
を

家
宅
捜
索
し
た
。

こ
れ
は
、
湖
東
生
コ
ン
協

同
組
合
に
よ
る
恐
喝
未
遂
容

う
!!正

午
か
ら
、
衆
院
第
二
議

員
会
館
で
「
報
告
集
会
」
を

約
60
人
の
参
加
で
お
こ
な
っ

た
。
あ
ら
か
ぶ
さ
ん
が
、

「
東
電
は
潔
く
な
い
、
一
言

謝
れ
ば
い
い
の
に
と
思
う
と

腹
が
立
つ
。
裁
判
で
ゼ
ッ
タ

イ
謝
罪
さ
せ
た
い
!!
」
と
力

強
く
挨
拶
し
た
。

全
国
一
般
ユ
ニ
オ
ン
北
九

州
臼
杵
運
送
分
会
が
、
あ
ら

か
ぶ
さ
ん
支
援
の
た
め
に
缶

バ
ッ
ジ
３
０
０
個
を
作
り
ま

し
た
。
１
個

が
、
カ
ン
パ

込
み
５
０
０

円
で
す
。

あ
ら
か
ぶ
裁
判
・
第
８
回
口
頭
弁
論

あ
ら
か
ぶ
さ
ん
は
、
報
告
集
会
で
、

『
東
電
は
潔
く
な
い
、
一
言
謝
れ
!!
』
と
。

７
月
６
日
、
西
日
本
豪
雨

を
も
た
ら
し
た
梅
雨
前
線
で
、

東
京
も
雨
空
。
東
京
地
裁
１

０
３
大
法
廷
に
約
70
人
が
参

加
し
た
。

午
前
11
時
か
ら
，
九
州
電
力

と
東
京
電
力
か
ら
準
備
書
面

が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の

主
張
で
あ
る
「
被
曝
線
量
20

ｍ
Ｓ
ｖ
で
は
相
当
因
果
関
係

が
あ
る
と
は
言
え
な
い
」
と

の
補
強
に
留
ま
る
も
の
だ
。

東
・
裁
判
長
は
、
再
整
理

し
た
30
頁
超
の
「
前
提
事
実
」

の
検
討
を
要
請
し
た
。
そ
し

て
、
次
回
９
月
13
日
も
九
電
・

東
電
か
ら
の
主
張
提
出
を
確

疑
事
件
の
一
環
と
い
う
。
こ

の
た
め
、
28
日
ま
で
に
、
事

業
者
６
人
と
、
労
働
組
合
役

員
４
人
が
、
不
当
逮
捕
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。

今
回
の
事
件
は
、
湖
東
生

コ
ン
協
同
組
合
が
、
施
工
業

者
で
あ
る
ゼ
ネ
コ
ン
に
対
し
、

工
事
に
使
用
す
る
生
コ
ン
は

同
協
組
か
ら
購
入
す
る
よ
う

働
き
か
け
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
滋
賀
県
警
の
捜

査
は
予
断
と
偏
見
に
も
と
づ

く
も
の
だ
。
生
コ
ン
業
界
に

お
い
て
は
、
中
小
企
業
で
あ

る
生
コ
ン
業
者
ら
が
中
小
企

業
協
同
組
合
法
に
も
と
づ
く

協
同
組
合
を
組
織
し
、
こ
の

協
同
組
合
に
よ
る
共
同
受
注
・

共
同
販
売
事
業
に
よ
っ
て
、

力
関
係
で
優
位
に
立
つ
ゼ
ネ

コ
ン
と
交
渉
し
て
き
た
。
適

正
価
格
で
の
取
引
を
可
能
に

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
コ
ン

の
品
質
も
確
保
し
て
き
た
。

労
働
組
合
が
、
組
合
員
の
雇

用
と
労
働
条
件
確
保
の
た
め

に
協
同
組
合
の
活
動
に
協
力

し
て
き
た
成
果
だ
。

中
小
企
業
団
体
の
正
当
な

営
業
活
動
や
、
こ
れ
に
協
力

す
る
労
働
組
合
の
正
当
な
組

合
活
動
を
敵
視
す
る
強
制
捜

査
は
容
認
で
き
な
い
。

友
誼
組
合
で
あ
る
関
西
生

コ
ン
支
部
の
仲
間
た
ち
を
早

急
に
取
り
戻
そ
う
!!

の
獲
得
」
、
②
全
日
建
連
帯

労
組
の
小
谷
野
書
記
長
か
ら

「
業
種
・
産
業
を
貫
く
労
働

組
合
の
規
制
力
」
、
③
ユ
ニ

オ
ン
三
重
の
広
岡
書
記
長
か

ら
「
地
域
に
根
差
し
た
労
働

組
合
づ
く
り
」
が
各
45
分
問

題
提
起
さ
れ
た
。

下
町
ユ
ニ
オ
ン
、
ユ
ニ
オ

ン
愛
知
、
プ
レ
カ
リ
ア
ー
ト

ユ
ニ
オ
ン
、
東
京
統
一
管
理

職
ユ
ニ
オ
ン
、
全
統
一
労
組

の
仲
間
も
参
加
し
た
。
非
正

関
西
生
コ
ン
支
部
・
武
委
員
長
を
は
じ
め

仲
間
た
ち
を
早
急
に
取
り
戻
そ
う
!!

8
月
21
日
東
京
で
、
ユ
ニ

オ
ン
・
合
同
労
組
連
絡
会

（
全
国
一
般
福
岡
地
本
・
岐

阜
一
般
・
全
国
協
）
の
主
催

で
、
第
３
回
全
国
交
流
集
会

が
開
催
さ
れ
、
約
50
人
が
参

加
し
た
。
集
会
で
は
、
①
郵

政
ユ
ニ
オ
ン
の
中
村
前
書
記

長
か
ら
「
労
働
者
の
分
断
固

定
化
を
許
さ
な
い
均
等
待
遇

「
ユ
ニ
オ
ン
・
合
同
労
組
連
絡
会
」
の

第
３
回
全
国
交
流
集
会
に
約
50
人
が
参
加
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缶
バ
ッ
ジ
の
購
入
・

カ
ン
パ
の
お
願
い

西
日
本
豪
雨
水
害
救
援
カ
ン
パ
の
要
請

８/28不当逮捕された
武建一委員長
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